
為替週間展望＝ドル円は高値圏で底堅い推移が継続か

　　　　　　　　　　［１１月６日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    10 月 27 日～ 11 月 2 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  150.40   151.72(31)    148.81(30)    150.39   -0.01

ユーロ・ドル  1.0563   1.0675(31)    1.0517( 1)    1.0600   +0.0037

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    31,949.89     +958.20     日本10年債利回り   0.923   +0.042

ダウ平均株価    33,274.58     +856.99     米10年債利回り     4.734   -0.101

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

６日　　独９月製造業受注指数

　　　　独１０月サービス業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１０月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　カナダ１０月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

７日　　日本９月勤労者世帯家計調査

　　　　中国１０月貿易収支

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　スイス１０月雇用統計

　　　　独９月鉱工業生産指数

　　　　ユーロ圏９月生産者物価指数

　　　　カナダ９月貿易収支

　　　　米９月貿易収支

８日　　日本９月景気動向指数速報値

　　　　独１０月消費者物価指数確報値

　　　　ユーロ圏９月小売売上高

９日　　日本９月経常収支

　　　　中国１０月消費者物価指数、中国１０月生産者物価指数

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　パウエルＦＲＢ議長　討論会参加

１０日　英９月鉱工業生産指数、英９月製造業生産指数

　　　　英９月貿易収支、英第３四半期ＧＤＰ速報値

　　　　米１１月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】円は日銀による政策修正への期待感が一部にあるものの、金融政策

は現状維持との見方から、大きく円買いに傾きにくいとみられる。ドル円は介入警戒感

が上値を抑える可能性があるものの、底堅い推移を続けて、緩やかに上値を追う展開が

見込まれるとした。

　　　　

【ＦＯＭＣを受けて米長期金利が低下】

　１０月３０～３１日に開催された日銀金融政策決定会合では、イールドカーブコント

ロール（ＹＣＣ）の再修正の措置を決定した。長期金利の上限の１％を超える取引を認

める。日銀は今年７月の会合で指値オペの実施水準を０．５％から１．０％に変更した

ばかりだが、市場の実勢に合わせて再度柔軟化に動いた格好となる。

　　

　７月の会合後に発表された「イールドカーブコントロール（ＹＣＣ）運用の柔軟化」

と題するペーパーで、「指値オペで１０年金利を１．０％に厳格に抑制」としていた。

１％が事実上の上限となっていたものを今回「１％をめど」に変更して柔軟な運用に動
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く。これに関して日銀の植田総裁は「はっきりした上限を置いておくことが、それに近

づいたときに副作用が高まることを避けたい」と説明している。

　　

　なお、今回のＹＣＣ再修正に関しては、市場で想定されていたほどの大きな変更では

ないとの見方も広がり、円売りの動きにつながった。ドル円はＮＹ市場で１５１．７０

台までドル買い円売りが進行した。その後、財務省の神田財務官の「過度な変動にはあ

らゆる手段を排除せずに適切な行動をとる」といった発言もあり、介入警戒感から１５

１円台前半まで軟化した。

　　

　１０月３１日～１１月１日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、政策金利は据

え置きとなった。２会合連続での据え置きとなる。声明では、「経済活動が力強く拡大

している」「金融環境の引き締まりが経済活動の重石となる」と示すとともに、「必要

に応じて政策金利の引き上げがありうる」と利上げの可能性が残されていることを示唆

した。

　　

　パウエル議長は記者会見で、「昨年からの利上げの効果は表れている」「利上げペー

スを緩めることで、今後の追加利上げが必要かを判断できる」「米長期金利の上昇によ

り、金融環境は引き締まりを見せた」「今後の不確実性に配慮しながら慎重に政策を進

める」「利上げを２回見送ったからといって、１２月も利上げしないというわけではな

い」「利下げについては考えもしていない」などと述べた。

　　

　足元での金利上昇による景気への悪影響に言及しており、ややハト派寄りとの見方が

広がり、米１０年債利回りは４．７４％台まで低下した。ドル円はＦＯＭＣ前の１５１

円台前半から１５０．６０台まで下落、その後も上値は重く１５０円台前半まで下落し

ている。

　　

　米国ではＦＲＢによる利上げ打ち止めの可能性が高まりつつあるものの、金利水準は

高止まりが続くとみられる。そうした中でも米国経済はまずまず堅調な推移を見せてい

る。一方で日銀はＹＣＣを再柔軟化したものの、それほど思い切った変更とはなってお

らず、緩和姿勢は維持されている。政府・日銀による介入警戒感は根強いものの、ドル

円は高値圏で底堅い推移が続くとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１４８．５

０～１５２．５０円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、７日に日本９月勤労者世帯家計調査、米９月貿

易収支、８日に日本９月景気動向指数速報値、９日に日本９月経常収支、米新規失業保

険申請件数、１０日に米１１月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルはレンジ相場が継続か】

　ユーロドルは１０月３１日に１．０６台後半まで上昇したものの、米長期金利の上昇

などに伴うドル買いの動きから１．０５台半ばに下落した。ユーロ圏第３四半期ＧＤＰ

速報値や１０月のユーロ圏消費者物価指数速報値がいずれも市場予想を下回っており、

ユーロ売りにつながった。その後も軟調な動きとなり、１．０５台前半まで下落した。

ＦＯＭＣを受けてドル売りの動きから１．０６近辺まで戻している。

　　

　ユーロ圏でのインフレが鈍化傾向にあることや景気減速への警戒感から、欧州中央銀

行（ＥＣＢ）による年内の利上げはないとみられる。ユーロドルは戻したところでは売

られやすいものの、１．０５００ドル近辺では底固いとみられる。こうした中、ユーロ

ドルはレンジ相場が継続することとなりそうだ。ユーロドルの目先の予想レンジは、

１．０４５０～１．０７５０ドル。

　　

　ポンドドルは２４日に１．２２８０台まで上昇したものの、その後は１．２０６０台

まで下落した。その後は１．２２００台まで戻したものの、再び軟化した。ＦＯＭＣを

受けてドルが売られたことで１．２２００近くまで戻りを見せている。ただ、ポンドド

ルもユーロドルと同様にレンジ相場を見せており、一進一退の動きが見込まれる。ポン

ドドルの目先の予想レンジは、１．２０００～１．２３００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、６日に独９月製造業受注指数、独１０月サ

ービス業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１０月サービス業ＰＭＩ確報値、カナダ１０月ＩＶＥ



Ｙ購買部協会指数、７日に中国１０月貿易収支、豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、独９月鉱

工業生産指数、ユーロ圏９月生産者物価指数、カナダ９月貿易収支、８日に独１０月消

費者物価指数確報値、ユーロ圏９月小売売上高、９日に中国１０月消費者物価指数、中

国１０月生産者物価指数、１０日に英９月鉱工業生産指数、英９月貿易収支、英第３四

半期ＧＤＰ速報値などがある。
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